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研究のトピックス性 

ヒトの腸管には、身体にある免疫系の組織の半数以上が集中しています。そのため、近

年では口からワクチンを投与し、感染症を予防する経口ワクチンが注目されています。し

かし、ワクチンが腸へ到達する前に胃酸や消化酵素で分解され、充分な効果を得られな

いのが課題でした。そこで本研究では、イネ種子に存在するタンパク質顆粒；プロテインボ

ディ-I (PB-I)に着目しました。イネ種子 PB-I は、ヒトの消化管で消化されにくいため、胃で

分解されず、腸の免疫組織まで到達すると考えられています。本研究では、PB-I にワクチ

ンを蓄積させ、腸管免疫組織の M 細胞まで送り届けるキャリアーとして利用する可能性を

見出しました。 
本研究では、PB-I 内にプロラミンが層状に蓄積する性質を利用し、緑色蛍光タンパク質

（GFP）を例として用いて PB-I 内部で局在を制御し、GFP の PB-I 内局在部位と消化酵素

への耐性能に関係があることを明らかにしました。（学術的トピックス性） PB-I の特性を活

用し、ワクチンのキャリアーとするシステムを確立すれば、腸管免疫を効果的に誘導する経

口ワクチンの開発が可能になるでしょう。（社会的トピックス性） 
研究の波及効果 

形質転換植物を用いた経口ワクチンが利用可能になれば、病原体による汚染の心配が

少なく、生産コストも安価となり、注射針などの医療産業廃棄物が出ることは無くなります。

今後、実用化に向けて、ワクチンとなる抗原タンパク質を PB-I に蓄積させて効果を検証す

る研究を進め、経口ワクチンの開発を試みます。 
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